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子旨

1寺

2 場   所

3 授業 対象 第 2学年

各教室

1組

2 4半R

3  5 1fl 計 177名

男子16名   女了19名
男子 17′1  女子 19′ |

男了17名   女了 18名

6 主題設定の理由

5 主   題

7 本時のねらい

中学校生活の半分を過ぎ、学習の仕方にもLElれてきて自分なりの取り組みをして

いる.ま た、部活動、行事などlJ学校の中心となつて取り組 1,う とする姿が見られ

る。一方、SNS巨 での トラブルを経験した生徒もいる。学校生活では周 りのII了
を集知しながら過ご t´ ているが、気の合う仲間と 結になると気が大きくなり そ
の場にいない人に関する不用意な言動をしてしまう一而も見ら,れ、他を省みない行

動にたる場合がある.

B― (6)思いやり、感謝

資|:1名 「.いに寄りそうJ

中学生になると 人間受に基づく他の人との関わりをもつことの人切さを用勁弔で

きるようになってくるが、自己中心的になったリ グループ化も 1´やすくなつたり
して、|「・ l以外√)人には思いやりの

,さをもつて接することができない雨 1,あ る.こ

のような時 1明 に 誰 1)がかけがえのない人間であることを自覚し、他の人の気持ち

に寄り添いながら 温かく接すると|ま どういうことなのか考え 深め合う授業を行
いたいと考える。

|′しヽに寄 りそうことの大切さJを学んだ山日さんの姿に共感することを17して、

lll手の立場や気持 |,を尊重し、誰に
‐
lしても思いやりの心を大tlに して接 しようと

する態度を育てる.

8 本時の展開
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T:言われて嬉しい言葉には、どのようなものがある

だろう。

T:どのような時に家族や友達、仲間などを励ました

り応援したりするだろうか。

生徒が自分の生活

の中で心がけ、生か

してい |す るように、

自分自身の生活を振

り返 りなから、考え

てい するように 1´ て

いきたい.
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前
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）
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分

□ 心に寄りそう を読
んで話し合う。

「,らに寄りそうJ範読

①補助発問

山田さんが 「目線を合

わせてあいさつをす

るJよ うになつたの,ま

なぜか。

0中心発門

上Hさ んが大切なこと

だと学んだ「相手の心

に寄りそうJ と|ま どの

ようなことか。

.「 : Hさ んが「ちゃんと一人一人の患者さんに対し

てあいさつJ t´ているのはなせだろう。

S: 自分にはあいさつをしてくれなかつたと思う患

考さんがいた .

S:患者さんとの′らの距Fu1 1)近づきやすくなるから.

S: 近くで声をかけないと伝わらないことが多いか

ら .

:山 Hさ んが大切なことだと学んだ「相手の心に寄

りそうJと はどのようなことだろう。

自分の考えをノー トに書こう。

:発表しよう。

: 一人一人の患者さんの立場を尊重する気持ちを

もつこと。

: 看護 lTさ んも患者さん t,お互いが支え合つてい

ること。

:自 分は一生懸命に患者さんに心配 りをしていた

が,自 分も患者さんに助けられていたと気づいた。

T

S

山円さんは当初、

何に脳んでいたかを

考えさせる。

時間を十分に取つ

て深く考えさせると

ともに,他の牛徒の

考えをじっくり聞く

ことができるように

つ
~る
。

・思いやりの必要性

だけでなく、具体的

な接し方、看護の仕

事は患者さんとの会

話が大切なことに気

づかせたい。
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□相手の心に寄りそいな
がら接していくために

心がけることについて

話 し合う。

T:相手の心に寄りそいながら接していくために,ど

のようなことを心がけていけばよいだろう。

自分の考えをノートに書こう。

T:IjI内で発表し合おう。

T:班ごとの意見を発表し合おう。

S:相 手の気持ちを考えること,

S:目 を見て話すこと。

S:自分の思いだけで行動するのではなく,お互いが

助け合うという気持ちを持つことが大切だ。

S:接する相手の立場を尊重して,お互いが支え合う

ことを大tllにする。

話し合いを通 して

学ノυだ
'お
互いの立

場を尊重 t´ 合うJこ

とにつ 0ヽて, 今●)自

分を振 り返り,道徳

的実践意.|や態度を

育てる。

他の生

`L′

,考 えを

1,っ くり間くことが

Cき るよう|こ

'~る

.

終
末
５
分

日 本時のまとめ

担任の説話をする。

T:今 日の学習を振り返って 学んだこと考えたこと
を書こう。

9 評   価    (1)オ ロ手の心に寄りそい、よりよい人間関係を築いていこうとする意識を高めるこ

とができたか。

(2)相手に接するときに相手の気持ちを理解するためには、どのように
`T動

し、ど

のように態度に表せばよいか、自分なりの考えを1)てた。


